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環 境 技 術 委 員 会 の お 知 らせ （第353回 ）

平成30年12月20日 （木 ）午 後1時 半 ～4時

衆議院第一議員会館 地下1階 第2会 議室

議 題

千代 田区永 田町2－2－1

◆ 国会議 事堂前 駅 （丸 の内線 ・千代 田線） ①番 出 口よ り2分 、永 田町

駅 （有 楽町線 ・半蔵 門線 ）①番 出 口よ り下車5分 。 当 日、午後1時

よ り、議員 会館 玄関 にて、通行証 を差 し上 げます。 そ の時刻 前 に到

着 され た方 は、恐縮 です が、受付脇 の ロ ビー に てお待 ち下 さい。会

議 開始後 にお越 しの方 は、受付 に 「第2会 議室 に行 きた い」 旨お伝

え下 され ば、お迎 えに参 ります。

1、 「環 境 問題 について、 昨今、想 うこ と」

挨拶 坂本 忠彦環 境技術委 員長

2、 日本 にお けるマイ ク ロプラス チ ックの生 態 系へ の影響

解 説 高 田秀 重東 京農 工大学 大学院教 授

3、 『環境 技術 関連 ニ ュースNO．175』

解 説 中島稔科 学技術部 会長

報 告 去 る11月22日 開催 の第352回 環境技 術委員 会 は、坂本 忠彦委

員長 が議 長 を務 め行 われ ま した。 まず 、坂本 委 員長 よ り、 「環境 問題

にっ いて、昨今 、想 うこ と」 と題 して 開会挨 拶 が あ りま した。今 年 の

冬 は、エル ニー ニ ョ現象 の影 響 で暖 冬 にな るよ うだ。最 近 の気象 に関

連す るニ ュー スでは、気温 が上昇す る予測 は幾 度 とな く聞 くが、低 下

す る予測 は聞い た事 が ない。 地球温暖化 は確 実 に進行 してい る といえ

そ うだ。

次 に、清原淳 平専務理 事 よ り、 中村 龍平東 京 工業大 学地球 生命 研究

所教授 の経歴 紹介 が あ りま した。次 に、中村教 授 よ り、「深 海熱水 噴 出

孔 のエ ネル ギー に よる生命誕 生 との 関連性 」 につ いて解説 が あ りま した。 深海

を探査 してい ると、光 がない に もかか わ らず 、多 くの生命 が活 動 してい るこ と

がわ か る。 深海底 には、 チムニー と呼 ばれ る熱 水噴 出孔 があ る。 ここには、 内

側 の熱水層 と海水 の間 に硫化鉱 物 の壁 が あ り、そ の壁 を電子 が通 り抜 けてい る

こ とが 昨年 実証 され た。 沖縄 の海底1000m地 点 では、 この電気エ ネル ギー

を求 めて、おびただ しい数 のエ ビの仲 間が生 息 して い る事が分 か った。エ ビが

電気 やCO2を 食 べてい るの では な く、エ ビに寄生す る微 生物 か ら養 分 をも らっ

て生 きてい るよ うだ。 チムニ ーの構 造 はす べ て同 じとい うわ けで はな く、 アイ

ス ラ ン ドのチムニー はマ グネ シ ウム、 シ リカ 、CO2の 入 り混 じった もので 、 こ

の材料 は人 工光合成 と同 じだ。 これ を応用 してCO2吸 収 に活 用 でき ないか とい

うの が現在 の課題 で ある。

次 に、 中島稔科 学技術部会 長 よ り、『環境 技術 関連 ニ ュースNo．174』 の解 説

があ りま した。今 回は、 ○海 は今 まで に考 え られ て きた1．6倍 の熱 を吸 収 し

てい る、 とい う研究結果 。す な わち温室効果 ガス に よる気温 上昇 の影 響 は よ り

強 く、海水温 上昇 の度合 い もよ り上 が る とい うこ とにな る。 ○米 中貿 易戦争 の

影 響 は北京 の大気 汚染状 況 に も現れ た。○原 田環境 大 臣、EM菌 の科 学的根拠 は

ない との見解示す 。OCO2か ら人工光合成 を用 いて樹脂原 料 を作 る技術 に、 日

本 の化 学 メー カーが業界 を挙 げて取 り組 む。光触媒 開発 では世界 の トップ を走

る。 ○環境 省 、プ ラスチ ック資源循 環戦 略 の素案 をま とめ る。バ イオ マス原料

のプ ラスチ ックを今後10年 で50倍 にす るな どの 目標値 を掲 げ る。 ○南 鳥 島

沖 の レアアー スの効 率的採取 技術 を確 立。数 年後 の実用化 を 目指 してい る。 ○

南海 トラ フの地殻変動 デー タ を解析。 複雑 さゆえ地震 の予知 は難 しい とされ て

きたが 、異 常現象 を と らえ られれ ば、地震 の規模 予測 は可能 にな る。 た だ、精

度 向上 にはかな りの時 間が かか るだ ろ う。 な どの解説 が あ り、一 同大 い に勉 強

にな りま した。

★ レクチュアにつき、当 日会費千円にご協力 をお願い申 し上げます。

次回、12月20日 （木）の環境技術委員会に

御芳名

出 一 欠 （いずれかに○印）

貴方様のFAX

テロ対 策へ の警 備 か らの要 請 上 、会 員 に限 ります 。

非会員で参加 希望者 は、2日 前までに履歴書をご提 出下さい。

（その際の当 日会費は二千円 とな ります。）
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